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第 2 集における分布の提示(図 1・図 2)はあるものの、全般的に見て、動詞活用の一部とし
て数語を扱った研究や、個々の語を対象とする個別具体的な研究が多い。 
この現象の分布は、主として西日本に広がっている。国立国語研究所『方言文法全国地



























































































































































 第 1 章として、本章では、導入として、サ行イ音便について述べ、それをふまえて、本
論文の目的や方法を提示した。続く第 2 章では、現在までのサ行イ音便研究を概観し、第
3 章で本論文の核となる「中央語規則」について考察する。 














































































 (1)については、「貸す」「消す」「来す」などの 2 音節動詞がイ音便形をとらず、「刺す」
































































































  申す Moxi, su, ita. 
  通す Touoxi, su, oita. 





















































音便化しない語群については、およそ以下の 5 つに集約されるようである。 
 
 ①2 音節動詞アクセント第 1 類の語…「押す」「貸す」「消す」「足す」「召す」など 
 ②いわゆる使役性他動詞…「言わす」「折らす」「立たす」「のかす」「持たす」など 
 ③語幹末が長音である語…「申す」「通す」「催す」 












のサ行動詞の連用形の述べ語数が 3845 であるうち、サ行イ音便の述べ語数は 166（異な
り語数 43）であり、音便率は 4.1%となっている。カ・ガ・サ行全体の音便率も 4.5%であ
ることから、平安時代では「形容詞の音便率に比べて動詞の音便率は極めて低いとみるべ
きであろう。」(p.49)としている。また、江口(1975)は『源氏物語』に現れるサ行イ音便化
する動詞の語幹末母音についても調査しているが、a が 28、u が 10、o が 5 であり、平安




























































































































































 ①2 音節動詞アクセント第 1 類の語…「押す」「貸す」「消す」「足す」「召す」など 
 ②いわゆる使役性他動詞…「言わす」「折らす」「立たす」「のかす」「持たす」など 
 ③語幹末が長音である語…「申す」「通す」「催す」 




























































































○ ○ ○ × × × × × ×
× × × × × ○ ○ × ○
× ○ × × ○ × ○ × ○
○ × × ○ × ○ × ○ ×
バ行 ラ行 マ行
イ音便





























ように進める。まず 2 節では、『方言文法全国地図(以下 GAJ)』を用いて、複数の地図を
重ね合わせ、日本語諸方言の音便の実態について記述する。次に 3 節では 2 節で作成した












の地図のうち、各行の動詞の地図を 1 枚ずつ、計 7 枚選
























表 2 図１のパターン一覧 
パターン 買 出 飲 飛 研 立 書
1 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○
2 ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○
3 ○ ◎ ○ ○ × ○ ○
4 ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○
5 ○ × ○ ○ ○ ○ ○
6 ○ × ○ ○ ○ △ ○
7 ○ × ○ ○ ◎ ○ ○
8 ○ × ○ ○ ◎ △ ○
9 ○ × ○ ○ △ ○ ○
10 ○ × ◎ ○ ○ ○ ○
11 ○ × ◎ ○ ◎ ○ ○
12 ○ × ◎ ◎ ◎ ○ ○
13 ○ × △ ○ ○ ○ ○
14 ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○
15 ◎ ◎ ○ ○ ○ △ ○
16 ◎ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○
17 ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○
18 ◎ ◎ ○ △ ○ ○ ○
19 ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○
20 ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○
21 ◎ × ○ ○ ○ ○ ○
22 ◎ × ○ ○ ○ △ ○
23 ◎ × ○ ○ △ ○ ○
24 ◎ × ◎ ○ ○ ○ ○
25 ◎ × ◎ ○ ◎ ○ ○
26 ◎ × ◎ ◎ ○ ○ ○
27 ◎ × ◎ ◎ ○ △ ○
28 ◎ × ◎ × × × ×
30 ◎ × × × × ○ △
31 △ ◎ ○ ○ ○ ○ ○
32 △ × ○ ○ ○ ○ ○
33 △ × ◎ × × × ×
34 △ × ◎ △ × × ×
35 △ × × × × × ×
36 △ × × × △ × ×
37 △ × × × △ × △
38 △ × × × △ △ ×
39 △ × × × △ △ △
40 △ × × △ × × ×
41 △ × × △ × △ ×
42 △ × × △ △ × ×




図 1 動詞の音便パターン 
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タ」を採用）し、各地点 1 回答を地図に反映させている。GAJ の 7 枚の地図に現れる語形を整
理すると表 2 のようになり、ここで示したパターンによって図１の各記号を当てている。表 2・




便形「カイタ」が分布しているものである。このように表 2・表 3 の語の順番は、右側にいく
ほど、音便のあり方が全国的に同じ語であり、限られた地域でそれとは異なる形態が現れてい
るということになる。 



















語幹が koot なので音便②、「書いた」で琉球に一番多く分布している「kacjaɴ」は語幹が kac
であり判別不能なのでその他に分類したということである。動詞の過去形の形態や出自が本土
GAJ 105買った 92出した 103飲んだ 102飛んだ 97研いだ 101立った 96書いた
活用する行 ハ行 サ行 マ行 バ行 ガ行 タ行 カ行
非音便 カヒタ ダシタ ノミタ トビタ トギタ タチタ カキタ
音便① カッタ ― ノンダ トンダ トイダ タッタ カイタ
音便② コータ ダイタ ノーダ トーダ トンダ ― ―
その他 トータ等 ― クロータ等 アガッタ等 ミガイタ等 アガッタ等 カカラ等










以上のように作成した図 1 だが、43 種類と音便のパターンが多いため、一旦細かいパターン























































では、現代の各方言と 4 節に示した各時代の音便のあり方について考えてみよう。 
奈良時代の音便のあり方は全ての行で非音便形が現れるものであるが、現代の方言では全て




















カヒ イダシ ノミ トビ トギ タチ カキ
カヒ イダシ ノミ トビ トギ タチ カイ
コー ダイ ノー トン トイ タッ カイ
コー ダシ ノン トン トイ タッ カイ
カッ ダシ ノン トン トイ タッ カイ
平安
























江戸時代後期の音便のあり方は、現代方言の中では GAJ のパターン 5 に相当する。パターン










































ーン 14 は江戸前期と共通している。 
 
 















コー ダイ ノー トン トイ タッ カイ
コー ダイ ノン トン トイ タッ カイ









































コー ダシ ノン トン トイ タッ カイ
カッ ダシ ノン トン トイ タッ カイ

































































































































 また、先述の通り GAJ では、数語のみだが県内での分布が分かる。GAJ では「出す」と「貸




図 2 GAJ「貸した」 図 1 GAJ「出した」 
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動詞である。1 語ずつではあるが、この 2 枚で中央語規則①がどのような分布を成しているの
















調査期間：2006 年 7 月～8 月 
調査地点：富山県高岡市内全域(地点は図 1 を参照) 
調査語：大西拓一郎編(2002)の動詞一覧表を参考に抜き出した、富山県高岡市方言で一般に使









インフォーマント：富山県高岡市の生え抜き(外住歴 3 年以内、両親共に富山県内出身者)で 10
歳代～70 歳代の各年代男女 3 名ずつ、80 歳代のみ男女 2 名ずつ計 46 名。
インフォーマントの出身地・生年・性別(M:男性 F:女性)を以下に挙げる。 
川原本 1991M/大野 1989M/能町 1988M/川原 1990F/戸出 1988F/開発本 1988F/ 







木町 1976M/開発本 1973M/開発本 1970M/大坪 1976F/大坪 1973F/中川 1969F/ 
開発本 1962M/熊野 1962M/開発本 1961M/頭川 1959F/開発本 1958F/蓮花寺 1957F/ 
開発本 1956M/戸出 1955M/頭川 1954M/定塚 1954F/五福 1953F/新成 1947F/ 
開発本 1946M/常国 1939M/頭川 1938M/本丸 1942F/中田 1938F/五福 1937F/ 
頭川 1932M/二上新 1932M/頭川 1927M/内免 1936F/四日市 1933F/頭川 1931F/ 





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































 前ページ表 1 は、富山県高岡市調査の調査結果である。○がイ音便形を使用すると回答した
人、×がイ音便形を使用しないと回答した人である。各動詞は音節ごと、語幹末母音ごとに並
べた。一番上の数字は世代であり、その下に男女別で○×を示している。一番下の点数は、音




グラフ 1 世代・男女ごとの音便化の点数 
 
 




歳代であり、一番使用しないのは 10・20 歳代であった。また、50 歳代を見てみると、男性は












































調査期間：2007 年 9 月下旬～11 月上旬 
調査地点：富山県内旧市町村区分の 19
地点(図 4 を参照) 
調査語：国立国語研究所(1971)と富山方
言に関する語彙集 30 冊を参考に、標準
語の語彙は標準語の語彙は 2 音節 19
語・3 音節 133 語・4 音節 46 語・5 音節
23 語・複合動詞 31 語・使役性他動詞 16
語の計268 語、方言の語彙は2 音節3 語・
3 音節 38 語・4 音節 60 語・5 音節 128
語・6 音節 56 語・7 音節 35 語・8 音節 8
語・9 音節 2 語の計 330 語、全部で計 598 語(高岡市調査で調査した語を含む) 




























氷見市脇方 1932F /氷見市脇方 1932F/福岡町福岡 1932 生 F/福岡町福岡 1930F/高岡市開発本
町1932F/福野町八塚1930F/大門町大門1935M/小杉町太閤町1935F/上平村小原1925M/婦中
町長沢 1932F/八尾町諏訪町 1929F/富山市安養寺 1937M/大沢野町下大久保 1935M/大沢野町
下大久保 1937F/細入村猪谷 1937M/立山町芦峅寺 1937F/滑川市柳原 1928M/上市町東種
1937M/魚津市上口 1932M/宇奈月町浦山 1926M/入善町上野 1932F/朝日町横水 1931F 
 
４.２. 調査結果 







の×の地点、表 2・巻末資料の右端の 3 地点)ではサ行イ音便は一つも現れなかった。これらの
地点は富山県の東端にあり、『GAJ』では朝日のみ非音便形を使用するとなっている。この朝日・
入善・宇奈月はイ音便形が殆ど現れない新潟県と隣接している地域である。ここから、富山県
におけるイ音便形使用の大まかな境界線(図 5 の太線)が分かる。全く音便化しないこの 3 地点
に関しては、次からの考察に含めない。 



























































































 まず、①2 音節動詞アクセント第一類の動詞について見ていこう(表 1)。第一類のアクセント
は京阪式アクセントでは HH、東京式アクセントでは LH になるもの、第二類のアクセントは
京阪式アクセントでは LH、東京式アクセントでは HL になるものである(H=高く発音、L=低










表 1 2 音節動詞 
氷見 高岡 福岡 大門 小杉 福野 上平 婦中 八尾 富山 大沢野 細入 立山 上市 滑川 魚津
オス(押す) × × × × × × × × × × × × × × × ×
カス(貸す) × × × × × × × × × × × × × × × ×
ケス(消す) × × × × × × × × × × × × × × × ×
タス(足す) × × × × × × × × × × × ×
マス(増す) × × × × × × × × × × × ×
コス(濾す) ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ × ○
コス(越す) × × × × × × × ○ × × ×
サス(刺す) ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
サス(注す) × ○ × ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○
サス(挿す) ○ ○ × ○ × × × ○ ○ × × ○ ○ ○
サス(差す) ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○
ダス(出す) ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○
ホス(干す) ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

























４.３.２.４. 語幹末母音が e である語 




表 2 使役性他動詞 
中央語規則② 氷見 高岡 福岡 大門 小杉 福野 上平 婦中 八尾 富山 大沢野 細入 立山 上市 滑川 魚津
イカス(行かす) ○ × ○ × × ○ × × × × ○ × × ○
イワス(言わす) ○ × ○ × × ○ × × × × × × × × × ×
オラス(折らす) × × ○ × × ○ × × × ○ × ○ × × ○ ×
カガス(嗅がす) × × × × × × × × × × × × × ○ ×
キカス(聞かす) × × × × × ○ × × × × × × × × ○ ○
クワス(食わす) ○ × × × × × ○ × × × × ○ × ×
シラス(知らす) × ○ × × × ○ × × × × ○ ×
ナカス(泣かす) ○ ○ ○ ○ × ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○
ネカス(寝かす) ○ × ○ × ○ × ○ × ○ × × ○ ○ × ○ ○
ノマス(飲ます) ○ × ○ × × × ○ × × × × × ○ × ○ ○
モタス(持たす) ○ × ○ × × × × × ○ × × × × × ○
アソバス(遊ばす) ○ × ○ × × ○ × × × ○ × ○ × × ○ ○
コロバス(転ばす) ○ × × × × ○ ○ ○ × × ×
ハシラス(走らす) ○ × × × × × ○ × × ○ × ○ ○ × × ×
ナワラス(習わす) × × × × × ○ × × × ○ × × × × ○ ○
















表 4 語幹末母音が e である語 
氷見 高岡 福岡 大門 小杉 福野 上平 婦中 八尾 富山 大沢野 細入 立山 上市 滑川 魚津
ケス(消す) × × × × × × × × × × × × × × × ×
カエス(返す) × × × × × × × × × × × × × × × ×
シメス(示す) × × × × × × × × ×
タメス(試す) × × × × × × × × × × × × × × ○ ×
ナメス(なめす) × × × × ×
クツガエス(覆す) × × × × × ガエタ ○ ガエタ
ヒルガエス(翻す) × × × × × ○ エイタ
cf.アカス(明かす；語幹末a) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
cf.カクス(隠す；語幹末u) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
cf.オコス(起こす；語幹末o) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○
フキケス(吹き消す) × × × × × × × × × × × × ×
イイカエス(言い返す) × × ○ × × × × × × × × × × × × ×
ウラガエス(裏返す) × ○ × ○ × ガエタ × × × × × × × × × ×
ヒキカエス(引き返す) × ○ × × × × × × × × × × × × × ×
トリカエス(取り返す) × ○ × × × ／ × × × × × × × × × ×
ヒックリカエス(ひっくり返す) × ○ ○ × × × × × × × × × × × × ×
タタキノメス(叩きのめす) ○ × ○ ○ × × × × ○
cf.オモイダス(思い出す；語幹末a) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○









表 3 語幹末が長音である語 
中央語規則③ 氷見 高岡 福岡 大門 小杉 福野 上平 婦中 八尾 富山 大沢野 細入 立山 上市 滑川 魚津
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ﾄｲﾀ ﾄｰｲﾀ ﾄｰｲﾀ ﾄｰｲﾀ ﾄｰｲﾀ ﾄｰｲﾀ ﾄｰｲﾀ ﾄｰｲﾀ ﾄｲﾀ ﾄｲﾀ ﾄｲﾀ ﾄｲﾀ ﾄｰｲﾀ ﾄｰｲﾀ ﾄｲﾀ ﾄｲﾀ
モース(申す)
× × × ○ × × ○ × × ○ ○ ○ ○
ﾓﾖｰｽ ﾓﾖｰｽ ﾓﾖｰｽ ﾓﾖｰｽ ﾓﾖｰｽ ﾓﾖｰｽ
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
















(10・20 歳代)・壮年層(30・40 歳代)と老年層(60 歳代以上)に開きがあることが分かり、この
結果を承けて富山県全域調査では、サ行イ音便を用いる年代としてインフォーマントを 60 歳
代以上に固定することにした。 






































































えば次の通り。ka:ta(貸した) oke:ta(起こした) ka:∫te(貸して) oke:te(起して)。上
記の例は種子島西之表市方言であるが、中種子・南種子の方言では「て」にあた
る形は t∫e が対立するから,ka:t∫e(貸して)となる。上のサ行イ音便は ka∫ita→ 
























   









 このように、GAJ の 2 語だけでは、鹿児島県にサ行イ音便が存在することは分かるが、

















調査期間：2010 年 12 月 








図 3 鹿児島県調査地点 
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(西之表) 西之表市西之表 1916F        (串木野) いちき串木野市旭町 1937F 
(西之表) 西之表市西之表 1930F        (鹿島)  薩摩川内市鹿島町藺牟 1930M 
(南種子) 南種子町茎永 1929M         (川辺)  南九州市川辺町平山 1940F 
(安房)  屋久島町安房 1931F         (枕崎)  枕崎市泉町 1931M 
(宮之浦) 屋久島町宮之浦 1940M            枕崎市中町 1931F 
(宮之浦) 屋久島町宮之浦 1942M       (指宿)  指宿市東方 1935M 
(平良)  薩摩川内市上甑町平良 1940M    (知覧)  南九州市知覧町郡 1945F 
(里)   薩摩川内市里町里 1940M 
 
３.２. 調査結果 





























































表 2 「出す」調査結果 
調査語 宮之浦 安房 南種子 西之表 鹿島 平良 里 串木野 川辺 枕崎 指宿 知覧
オス(押す) × × ○ × × ○ × × × × ×
カス(貸す) × × ○ ○ × ○ ○ × × × × ×
ケス(消す) × × × ○ ○ × × × ×
タス(足す) × ○ ○ × ○ ○ × ○ × ×
サス(刺す) × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×
サス(差す) × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×
ダス(出す) ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ホス(干す) × ○ ○ × ○ ○ × × ○ × ×
ムス(蒸す) × ○ ○ × ○ × × × ×
アソバス(遊ばす) × ○ × × × ×
ナカス(泣かす) × × ○ ○ × × × × × × ×
ハタラカス(働かす) × × ○ × ×
マカス(任す) × × ○ ○ × × × × × × ×
トース(通す) × × × ○ × ○ ○ ○ × × ○ ×
モヨース(催す)
カエス(返す) × × ○ × × × ×
シメス(示す) × ×




仕返す 〇 〇 × ×
言い返す × × 〇 × 〇 × ×
裏返す × 〇 〇 × ×
ひっくり返す × 〇 〇 × 〇 × 〇
混ぜくり返す 〇






























表 3 連母音融合の実現形 
　　　地点
連母音 宮之浦 安房 南種子西之表 鹿島 平良 里 串木野 川辺 枕崎 指宿 知覧
/ai/ [eː] [aː] [aː] [e][eː] [a] [aː] [e] [e] [e] [e] [e]
/ui/ [eː] [eː] [u]
/ei/ [eː] [eː] [eː] [e] [eː] [eː] [eː]
/oi/ [eː] [eː] [o] [eː] [e] [e]
63 
 
３.２.２.  2 音節動詞アクセント第一類の語 
 
まず、2 音節動詞アクセント第一類の語について見ていこう(表 4)。第一類のアクセント
は京阪式アクセントでは HH、東京式アクセントでは LH になるもの、第二類のアクセン




を持つ地域である。この地域では 2 音節動詞は動詞単独の場合、A 型が LH、B 型は HL

























































































































































その従わない方法が、音便化しないものと音便化するものの 2 通りあると言える。表 5 と













串木野 鹿島 川辺 枕崎 南種子 西之表 平良 里 宮之浦 安房 指宿 知覧





































× × × × ×




































































































表・串木野・里・平良・指宿で音便形が回答された。「トエータ」「トエタ」等は toosita ＞ 






３.２.５. 語幹末母音が e である語 









宮之浦 安房 南種子 西之表 鹿島 平良 里 串木野 川辺 枕崎 指宿 知覧



































表 6 使役性他動詞 




















音便化する地点となるように並べ、表 9 を作成した。 
　　　　地点
　語
宮之浦 安房 南種子 西之表 鹿島 平良 里 串木野 川辺 枕崎 指宿 知覧



















































































安房を C グループとすると、図 4 のような派生関係を想定する
ことができる。 
すなわち、中央語規則を守っているものが A グループであり、そこから音便化する範囲
を広げた B グループと、全て音便化しない C グループに分かれた。B グループからついに
全て音便化するようになった B'グループが派生した、というように、現在の鹿児島県南部










宮之浦 安房 鹿島 知覧 川辺 枕崎 指宿 串木野 平良 里 南種子 西之表
①第一類 × × × × × △ × × ○ ○ ○ ○
①第二類 △ × ○ △ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○
② × × × × × × × × × × ○ ○
③ × × × × × × ○ ○ × ○ × ○
④ × △ × △ △ △ △ △ △ △ ○ ○
種子島甑島屋久島 県本土


































































他に GAJ や高橋(1986・1991)で、数語のみだが高知県内での分布が分かる。GAJ では

















調査期間：2014 年 2 月～8 月 
調査地点：高知県内旧市町村区分の 13 地点(図 3 を参照) 
調査方法：臨地面接調査で「「出す」を「ダイタ」と言いますか。」とイ音便形の可否を尋
ねた。 
調査語：共通語形のサ行五段動詞 2 音節 23 語・3 音節 130 語・4 音節 48 語・5 音節 22 語・
複合動詞 31 語・使役性他動詞 17 語の計 271 語。 
図 1 GAJ 出した 図 2 GAJ 貸した 
71 
 
インフォーマント：その土地生え抜きの 60 歳代以上の方、各地点 1 名で計 13 名である。
この調査のインフォーマントの出身地・生年・性別(M:男性 F:女性)
を以下に挙げる。 
(土佐清水) 土佐清水市越前町 1943M 
(大方) 黒潮町入野 1937M 
(窪川) 四万十町繁串 1931F 
(東津野) 高岡郡津野町芳生野
1918F 
(須崎) 須崎市上分丙 1926M 
( 吾 川 ) 吾 川 郡 仁 淀 川 町 大 崎
1930M 







































 まず、①2 音節動詞アクセント第一類の動詞について見ていこう(表 1)。第一類のアクセ
ントは京阪式アクセントでは HH、東京式アクセントでは LH になるもの、第二類のアク






















表 1 2 音節動詞 
土佐
清水 大方 東津野 吾川 須崎 高知 土佐 香北 物部 田野 奈半利 室戸
オス(押す) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ×
カス(貸す) ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○
ケス(消す) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
タス(足す) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ヘス(減す) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
コス(濾す) × ○ ○ × × ○ × ○ ○ ○
コス(越す) × ○ × ○ × × ○ ○ ○
サス(刺す) × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○
サス(注す) ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○
サス(挿す) ○ ○ ○ × ○ ○ ○
ダス(出す) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ホス(干す) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○








表 2 使役性他動詞 
中央語規則②
土佐
清水 大方 東津野 吾川 須崎 高知 土佐 香北 物部 田野 奈半利 室戸
アソバス(遊ばす) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
イカス(行かす) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
イワス(言わす) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
オラス(折らす) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
カガス(嗅がす) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
キカス(聞かす) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
クワス(食わす) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
コロバス(転ばす) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ネムラス(眠らす) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
シラス(知らす) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ナカス(泣かす) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ナワラス(習わす) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ネカス(寝かす) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ノマス(飲ます) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ハシラス(走らす) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ハタラカス(働かす) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○















３.２.５. 語幹末母音が e である語 






表 3 語幹末が長音である語 
中央語規則③
土佐
清水 大方 東津野 吾川 須崎 高知 土佐 香北 物部 田野 奈半利 室戸
トース(通す) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○
cf.オトス(落とす) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
モヨース(催す) × ○ × ○ × × ○ × ○

















査結果のうち、①2 音節動詞の調査結果を示す(表 5)。 
表 4 語幹末母音が e である
土佐
清水 大方 東津野 吾川 須崎 高知 土佐 香北 物部 田野 奈半利 室戸
ケス(消す) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
カエス(返す) ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ × × ×
シメス(示す) ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○
タメス(試す) ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○
ナメス(なめす) ○ ○ ○ ○ ○ ○
クツガエス(覆す) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ヒルガエス(翻す) ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○
cf.カラス(枯らす；語幹末a) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
cf.カクス(隠す；語幹末u) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
cf.オトス(落とす；語幹末o) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
フキケス(吹き消す) ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
イイカエス(言い返す) ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○
ウラガエス(裏返す) ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○
ヒキカエス(引き返す) ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○
トリカエス(取り返す) ○ ○ ○ × × ○ ○ ×
ヒックリカエス(ひっくり返す) ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ×
タタキノメス(叩きのめす) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
cf.オモイダス(思い出す；語幹末a) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○































表 5 鹿児島県南部 


























































































































































































































 ①2 音節動詞アクセント第一類の語は音便化しない。 
 ②いわゆる使役性他動詞は音便化しない。 
 ③語幹末が長音である語は音便化しない。 
 ④語幹末母音が e である語は音便化しない。 
 
 本章では、まず GAJ を用い中央語規則①がどのように全国に分布するのかを見る。その






２. GAJ による検討 
 
２.１. 地図の作成 































































海道・東日本が A であるのに対して、近畿・四国を A′としている。ではその周りの中部・


















Ｄ      Ｃ        Ｂ       Ａ′      Ｂ       Ａ 
九州中程    九州      中国    近畿・四国   中部       東日本 








土地での独自の規則を作り出すという 2 次変容が起こったと考えるのである。 
 さらに、各地域でどのように中央から伝播した音便形を受け入れたのかを考えると、以
下の模式図のようだったのではないかと考える。 
時間の流れ 段階 九州中 九州 中国 近畿・四国 中部 東日本
1 × × × × × ×
2 × × × ○ × ×
3 × × ○ ○ ○ ×
4 ○ ○ ○ × ○ ×
5 ◎ ◎ ○ × ○ ×





第 6 章で見たように、今回の調査地点の場所を確認すると、富山県は B グループ、高知県・
鹿児島県は C グループに当たり、ABCD の全てのグループを確認することはできないが、









３.１. ①2 音節動詞アクセント第一類の語 
表 1 2 音節動詞(富山県) 
氷見 高岡 福岡 大門 小杉 福野 上平 婦中 八尾 富山 大沢野 細入 立山 上市 滑川 魚津
オス(押す) × × × × × × × × × × × × × × × ×
カス(貸す) × × × × × × × × × × × × × × × ×
ケス(消す) × × × × × × × × × × × × × × × ×
タス(足す) × × × × × × × × × × × ×
マス(増す) × × × × × × × × × × × ×
コス(濾す) ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ × ○
コス(越す) × × × × × × × ○ × × ×
サス(刺す) ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
サス(注す) × ○ × ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○
サス(挿す) ○ ○ × ○ × × × ○ ○ × × ○ ○ ○
サス(差す) ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○
ダス(出す) ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○
ホス(干す) ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○






















表２ 2 音節動詞(鹿児島県) 
西之表 南種子 安房 宮之浦串木野 里 平良 鹿島 川辺 枕崎 指宿 知覧
オス(押す) × ○ × × × ○ × × × × ×
カス(貸す) ○ ○ × × × ○ ○ × × × × ×
ケス(消す) × × × ○ ○ × × × ×
タス(足す) ○ ○ × ○ ○ × × ○ × ×
サス(刺す) ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×
サス(差す) ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×
ダス(出す) ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ホス(干す) ○ ○ × × ○ ○ × × ○ × ×








表 3 2 音節動詞(高知県) 
土佐
清水 大方 東津野 吾川 須崎 高知 土佐 香北 物部 田野 奈半利 室戸
オス(押す) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ×
カス(貸す) ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○
ケス(消す) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
タス(足す) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ヘス(減す) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
コス(濾す) × ○ ○ × × ○ × ○ ○ ○
コス(越す) × ○ × ○ × × ○ ○ ○
サス(刺す) × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○
サス(注す) ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○
サス(挿す) ○ ○ ○ × ○ ○ ○
ダス(出す) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ホス(干す) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○



































































表 5 使役性他動詞(富山県) 
中央語規則② 氷見 高岡 福岡 大門 小杉 福野 上平 婦中 八尾 富山 大沢野 細入 立山 上市 滑川 魚津
イカス(行かす) ○ × ○ × × ○ × × × × ○ × × ○
イワス(言わす) ○ × ○ × × ○ × × × × × × × × × ×
オラス(折らす) × × ○ × × ○ × × × ○ × ○ × × ○ ×
カガス(嗅がす) × × × × × × × × × × × × × ○ ×
キカス(聞かす) × × × × × ○ × × × × × × × × ○ ○
クワス(食わす) ○ × × × × × ○ × × × × ○ × ×
シラス(知らす) × ○ × × × ○ × × × × ○ ×
ナカス(泣かす) ○ ○ ○ ○ × ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○
ネカス(寝かす) ○ × ○ × ○ × ○ × ○ × × ○ ○ × ○ ○
ノマス(飲ます) ○ × ○ × × × ○ × × × × × ○ × ○ ○
モタス(持たす) ○ × ○ × × × × × ○ × × × × × ○
アソバス(遊ばす) ○ × ○ × × ○ × × × ○ × ○ × × ○ ○
コロバス(転ばす) ○ × × × × ○ ○ ○ × × ×
ハシラス(走らす) ○ × × × × × ○ × × ○ × ○ ○ × × ×
ナワラス(習わす) × × × × × ○ × × × ○ × × × × ○ ○
ハタラカス(働かす) ○ ○ ○ × ○ × × ○ ○ ○ ○ × ○ ○
中央語規則② 西之表 南種子 安房 宮之浦串木野 里 平良 鹿島 川辺 枕崎 指宿 知覧
アソバス(遊ばす) ○ × × × × ×
ナカス(泣かす) ○ ○ × × × × × × × × ×
ハタラカス(働かす) ○ × × × ×
マカス(任す) ○ ○ × × × × × × × × ×
表 6 使役性他動詞(鹿児島県) 
) 
表 7 使役性他動詞(高知県) 
中央語規則②
土佐
清水 大方 東津野 吾川 須崎 高知 土佐 香北 物部 田野 奈半利 室戸
アソバス(遊ばす) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
イカス(行かす) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
イワス(言わす) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
オラス(折らす) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
カガス(嗅がす) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
キカス(聞かす) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
クワス(食わす) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
コロバス(転ばす) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ネムラス(眠らす) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
シラス(知らす) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ナカス(泣かす) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ナワラス(習わす) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ネカス(寝かす) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ノマス(飲ます) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ハシラス(走らす) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ハタラカス(働かす) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
























































































表 9 語幹末が長音である語(富山県) 
中央語規則③ 氷見 高岡 福岡 大門 小杉 福野 上平 婦中 八尾 富山 大沢野 細入 立山 上市 滑川 魚津
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ﾄｲﾀ ﾄｰｲﾀ ﾄｰｲﾀ ﾄｰｲﾀ ﾄｰｲﾀ ﾄｰｲﾀ ﾄｰｲﾀ ﾄｰｲﾀ ﾄｲﾀ ﾄｲﾀ ﾄｲﾀ ﾄｲﾀ ﾄｰｲﾀ ﾄｰｲﾀ ﾄｲﾀ ﾄｲﾀ
モース(申す)
× × × ○ × × ○ × × ○ ○ ○ ○
ﾓﾖｰｽ ﾓﾖｰｽ ﾓﾖｰｽ ﾓﾖｰｽ ﾓﾖｰｽ ﾓﾖｰｽ
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○




表 11 語幹末が長音である語(高知県) 
中央語規則③
土佐
清水 大方 東津野 吾川 須崎 高知 土佐 香北 物部 田野 奈半利 室戸
トース(通す) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○
cf.オトス(落とす) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
モヨース(催す) × ○ × ○ × × ○ × ○
cf.ホドコス(施す) ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○
表 10 語幹末が長音である語(鹿児島県) 
中央語規則③ 西之表 南種子 安房 宮之浦串木野 里 平良 鹿島 川辺 枕崎 指宿 知覧












































表 13 語幹末母音が e である語（富山県） 
 
氷見 高岡 福岡 大門 小杉 福野 上平 婦中 八尾 富山 大沢野 細入 立山 上市 滑川 魚津
ケス(消す) × × × × × × × × × × × × × × × ×
カエス(返す) × × × × × × × × × × × × × × × ×
シメス(示す) × × × × × × × × ×
タメス(試す) × × × × × × × × × × × × × × ○ ×
ナメス(なめす) × × × × ×
クツガエス(覆す) × × × × × ガエタ ○ ガエタ
ヒルガエス(翻す) × × × × × ○ エイタ
cf.アカス(明かす；語幹末a) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
cf.カクス(隠す；語幹末u) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
cf.オコス(起こす；語幹末o) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○
フキケス(吹き消す) × × × × × × × × × × × × ×
イイカエス(言い返す) × × ○ × × × × × × × × × × × × ×
ウラガエス(裏返す) × ○ × ○ × ガエタ × × × × × × × × × ×
ヒキカエス(引き返す) × ○ × × × × × × × × × × × × × ×
トリカエス(取り返す) × ○ × × × ／ × × × × × × × × × ×
ヒックリカエス(ひっくり返す) × ○ ○ × × × × × × × × × × × × ×
タタキノメス(叩きのめす) ○ × ○ ○ × × × × ○
cf.オモイダス(思い出す；語幹末a) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

















中央語規則④ 西之表 南種子 安房 宮之浦串木野 里 平良 鹿島 川辺 枕崎 指宿 知覧
ケス(消す) × × × ○ ○ × × × ×
カエス(返す) ○ × × × × × ×
シメス(示す) × ×




仕返す 〇 〇 × ×
言い返す × × 〇 × 〇 × ×
裏返す × 〇 〇 × ×
ひっくり返す × 〇 〇 × 〇 × 〇
混ぜくり返す 〇
表 14 語幹末母音が e である語（鹿児島県） 
 
表 15 語幹末母音が e である語（高知県） 
 
土佐
清水 大方 東津野 吾川 須崎 高知 土佐 香北 物部 田野 奈半利 室戸
ケス(消す) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
カエス(返す) ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ × × ×
シメス(示す) ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○
タメス(試す) ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○
ナメス(なめす) ○ ○ ○ ○ ○ ○
クツガエス(覆す) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ヒルガエス(翻す) ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○
cf.カラス(枯らす；語幹末a) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
cf.カクス(隠す；語幹末u) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
cf.オトス(落とす；語幹末o) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
フキケス(吹き消す) ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
イイカエス(言い返す) ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○
ウラガエス(裏返す) ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○
ヒキカエス(引き返す) ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○
トリカエス(取り返す) ○ ○ ○ × × ○ ○ ×
ヒックリカエス(ひっくり返す) ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ×
タタキノメス(叩きのめす) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
cf.オモイダス(思い出す；語幹末a) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○






















































(指宿・知覧) 甑島 屋久島 種子島 高知県
中央語
規則①
〇 〇 × × × × ×
中央語
規則②
△ 〇 △ 〇 △ × ×
中央語
規則③
× △ △ △ △ △ ×
中央語
規則④
〇 〇 〇 × × × ×
































規則全てについては第 4 章～第 6 章に挙げた調査結果を用いて、各地点でその規則が当て
はまるかどうかをみてきた。ここでは、それらを用いて、各地点は全国的な分布で見たと
きに、どのような傾向があるのかを見ていきたい。 









Ｄ      Ｃ        Ｂ       Ａ′      Ｂ       Ａ 
九州中程    九州      中国    近畿・四国   中部       東日本 
2 次変容   1 次変容     保存     中央語     保存       
 











プを検証することはできなかった。そこで第 4 章から第 6 章までの記述調査の結果を横断
的に比較し、上掲の中央語規則が地理的にどう反映されているのかを考察した。結果、以































母音が e の「カエス」(「返す」)は「④語幹末母音が e である語」に当てはまる。この④は、
「カエス」で一例を示せば、イ音便形をとると「カエイタ」となり、e-i の母音連続が起こ
り長音化してしまうことから、これを避けたものと考えられている。そこで、「カエス」は















２.１. 中央語文献におけるサ行イ音便の語幹末母音が e である語に関する研究 
 第 2 章でも述べたが、橋本(1962)・奥村(1968)などによれば、サ行イ音便が定着してい
た間にも、音便形が現れないサ行動詞が存在していたことが指摘されている。その 1 つが、
語幹末母音が e の「カエス」のような語である。この語幹末母音が e の動詞が音便化しにく
いことは、北原(1973)が初めて指摘したものであるが、音便化している例も挙げており、
全くイ音便形をとらないわけではなく、「比較的イ音便化しにくい語」としている。 










10C 発生      当初から原形のままの語が相当数存在 
 
17C 頃  e-i 長音化   語幹末母音が e である語が原形に回帰 
              










 語幹末母音が e である語は、中央語において室町時代までは音便化していたが、江戸時代




























































 仮説 1 の後に仮説 2 となったと考えているようである。後述するが中央語文献で一番早
く見られた「カヤス」の例は『請来目録』(1350 年)であり、命令形「かやせ」は「カヤス」
の活用形の中で一番現れるのが遅い。狂言以外の資料も見てみると、仮説 1 の命令形から












































          終止形          連用形 
カエス   kajesu(かえす)     kajesita(かえした) 
                         ⇓     イ音便化 
     kajeita(かえいた) 
         ⇓     e ＞ a 




































し、それぞれの条件に当てはまるものを数え割合を出したのが以下の表 1 である。 
表 1 で、語幹末母音に注目してみると a の語が 74%を占めており、圧倒的に多い。それ
100 
 
に対し、語幹末母音 e である語は 4%と一番少ない。また、例外語に注目してみると、①②

























語幹末母音 a u e o 計
語の数 203 20 12 38 273
割合 74.4% 7.3% 4.4% 13.9% 100.0%
①語数 0 1 0 1 2
①割合 0.0% 0.4% 0.0% 0.4% 0.7%
②語数 4 1 4 4 13
②割合 1.5% 0.4% 1.5% 1.5% 4.8%
③語数 55 0 0 0 55
③割合 20.1% 0.0% 0.0% 0.0% 20.1%
①②③語数 59 2 4 5 70



























































表 2 文献における「カエス」のイ音便形と「カヤス」 
 
カエス
かえい かやい かやさ かやし かやす かやせ
1035 西大寺蔵護摩密記 1
1350 請来目録 1
1437 杜詩続翠抄 1 1
1475 論語抄 2 1 4 3
1481 日本書紀兼俱抄 1 3 1 2
1482 漢書抄 4 3 4




1534 四河入海 10 3 1
1539 毛詩抄 10 2
1566 山谷抄 7 1
1592 天草版平家物語 10
1593 天草版伊曽保物語 1 1 1
1624 狂言六義 5 1 6 4 8
1643 大蔵虎明本狂言集 1 4 2 3
1666 狂言記 2 4

















その二つを重ねて図 1 を作成した。 
 以下に『口語法調査報告書』と『方言文法全国地図』の特徴、質問形式を挙げておく。 
 
















































図 1 サ行イ音便と「カヤス」の分布 
 
６.２. サ行イ音便と「カヤス」の分布 






























調査期間：2009 年 6 月 






調査語：「返す」、複合語「―返す」45 語、「覆す」、「翻す」の 48 語 
インフォーマント：生え抜き(外住歴なし)1 名ずつ、計 12 名。この調査のインフォーマン
トの出身地・生年・性別(M:男性 F:女性)を以下に挙げる。 
氷見市 1931M/ 高岡市 1931M/福岡町 1940M/新湊市 1931 生 M/大門
町 1931M/砺波市 1919F/小矢部市 1938 生 M/井波市 1917F/城端町








うである。それぞれの音便形を用いる数は、次の表 3 のようになる。 
 
表 3 「カヤス」調査結果 
 
 




 ところで、この e-i の連続を嫌う現象はもう一つ、この地域独自の形を生み出すことに繋
がった。すなわち「かえた」という語形の発生である。この「かえた」という語形はどの
　　　地点
語 氷見 高岡 福岡 新湊 大門 砺波
小矢部 井波 福光 城端 平 利賀
かえいた 5 8 2 3 23 0 0 0 0 0 0 0
かえた 42 33 11 9 30 32 1 1 4 3 0 5






(1) /kaeita/ → /kaeːta/ → /kaeta/ 
(2) /kajaita/ → /kaeːta/ →  /kaeta/ 
 
 (1)は「かえした」がイ音便化して「かえいた」となり、ei が e 列長音化して「かえーた」
となり、さらに富山方言はシラビーム方言であるので、長音が脱落して「かえた」となっ




























ある。インフォーマントの内省を尋ねたところ、その区別の仕方には以下の 3 つがある。 
 
  (ⅰ)同じ語形だが特に困る事はない 
  (ⅱ)別の語に置き換える 























部蔵本『毛詩抄』（『抄物資料集成』第 6 巻に収録）の影印で 3 例見られた。全て「打チカ
ヘタ」という形の複合動詞であり、『抄物資料集成』の自立語の索引である索引編には「打
































































































































は福岡県の音韻の項で、「筑後では東北人に聞く様な前進した k g の音を用いることが多い。
随って筑後では花ガサス・サシタ・サシテと s ʃ の音と混同して表記にまでする生徒が多い。」
(p.149)と「サス」について言及している。それを受けて上村(1962)は、「「随って筑後では













































































































ス」が見られる、図 1 の◎の地域の、動詞のアクセントに注目してみよう。2 音節動詞にお
サク サク サス サク …… 語
咲く sakite saite saite saite ……連用形
① ④
サス サス ……語

























































































調査期間：2009 年 6 月 




インフォーマント：生え抜き(外住歴なし)1 名ずつ、計 12 名。この調査のインフォーマン
トの出身地・生年・性別(M:男性 F:女性)を以下に挙げる。 
氷見市 1931M/ 高岡市 1931M/福岡町 1940M/新湊市 1931 生 M/大門
町 1931M/砺波市 1919F/小矢部市 1938 生 M/井波市 1917F/城端町




図 4 富山県呉西調査地点 
 
表 2 「サス（咲く）」の活用 調査結果 
 
 　　　　　　  地点
カテゴリ 「差す」 氷見 高岡 福岡 新湊 大門 砺波
小矢部 井波 福光 城端 平 利賀
N(否定) sa ka sa ka sa sa sa sa ka ka ka ka ka
seru(使役) sa ka ka ka ka sa sa sa ka ka ka ka ka
masu(丁寧) si si ki ki si si si ki ki ki ki ki
hajimeru(開始) si ki ki ki ki ki si si ki ki ki ki ki
soRja(将然) si ki ki ki ki si si si ki ki ki ki ki
ta(過去) i i si i i si i si i i i i i
toru(進行) i i i i i i i si i i i i i
tesimau(完了) i i i i i i si si i i i i i
tajaro(過去推量) i i i i i i i i i i i i i
言い切り su ku ku su ku su ku su ku ku ku ku ku
toki(連体) su ku ku ku ku su su ku ku ku ku ku
jaro(推量1) su ku ku ku su su su ku ku ku ku ku ku
kamosireN(推量2) su ku ku su ku ku su ku ku ku ku ku ku
rasii(推定) su ku ku su ku ku su su ku ku ku ku ku
joRja(様態) su ku ku su ku su su su ku ku ku ku ku
kara(理由1) su ku ku su ku ku su su ku ku ku ku ku
gade(理由2) su ku ku su ku ku su su ku ku ku ku ku
gani(対比) su ku ku su ku ku su su ku ku ku ku ku
ke(疑問) su ku ku ku ku su ku ku ku ku ku ku
jo(強調) su ku ku su ku ku su ku ku ku ku ku ku
naR(詠嘆) su ku ku su ku su su ku ku ku ku ku ku
gaja(準体助詞接続) su ku ku su ku su su su ku ku ku ku ku
keredomo(逆接) su ku ku su ku ku su su ku ku ku ku ku
ba(仮定) se ke ke ke ke se se ke ke ke ke ke
121 
 






































































沿岸部      中間部      山間部 














































































































































層(10・20 歳代)・壮年層(30・40 歳代)と老年層(60 歳代以上)に開きがあることが分かり、
この結果を承けて富山県全域調査では、サ行イ音便を用いる年代としてインフォーマント
を 60 歳代以上に固定することにした。 


































 第 7 章では、まず GAJ を用い中央語規則①がどのように全国に分布するのかを、地図を
作成して見た。その地図を元に仮説を立てたが、今回の記述調査の地点では、全てのグル
ープを検証することはできなかった。そこで第 4 章から第 6 章までの記述調査の結果を横
断的に比較し、上掲の中央語規則が地理的にどう反映されているのかを考察した。結果、
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●第 6 章 
坂喜美佳(2016)「高知県のサ行イ音便について」『文化』80-1・2,東北大学文学会 
 














語幹末 共通語 氷見 高岡 福岡 大門 小杉 福野 上平 婦中 八尾 富山 大沢野 細入 立山 上市 滑川 魚津 宇奈月 入善 朝日
a カス(貸す) × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×
サス(刺す) ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×
サス(注す) × ○ × ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ × × ×
サス(挿す) ○ ○ × ○ × ／ × × ○ ○ × × ○ ？ ○ ○ × × ×
サス(差す) ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ／ ○ ○ × × ×
タス(足す) × × × × × ／ × × × ／ × × × ？ ／ × × × ×
ダス(出す) ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × × ×
マス(増す) × × × × × × × × ？ × × ／ × ／ ／ × ／ ／ ／
u フス(伏す) × ／ × × × ／ × × × × ／ ／ × ／ ／ × ／ ／ ／
ムス(蒸す) ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × ×
ムス(生す) ／ ／ ／ × ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ × ／ ／ ／
e ケス(消す) × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×
o オス(押す) × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×
コス(漉す) ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ × ？ ／ ○ × × ×
コス(越す) ／ × × × × ／ × ／ × ／ × ○ × ／ × × × × ×
ノス(伸す) ○ ／ ／ × × × ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ × ／ ／ ／
ホス(干す) ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×
モス(燃す) ／ ／ ／ × ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ × ／ ／ ／
ヨス(止す) ／ ／ ／ × ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ × ／ ／ ／
a アカス(明かす) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×
アマス(余す) ／ × ／ × × ／ ／ ／ × ／ ／ ／ ／ ／ ／ × ／ ／ ／
アヤス ○ ○ ○ ○ ／ ○ × ／ ○ ／ ○ ○ × ／ ／ ○ × × ×
アラス(荒らす) ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ × × ×
アワス(合わす) × ○ ○ × × ○ ○ × × ○ ○ × × × ○ ○ × × ×
イカス(生かす) ○ ○ ○ ○ × ○ × ／ ○ ○ ○ ○ ／ ／ ○ ○ ／ × ×
イヤス(癒す) ／ ／ ／ ？ × ／ ／ ／ ／ ／ ○ ／ ／ ／ ／ × ／ ／ ／
ウカス(浮かす) × ○ ○ ○ × ○ ○ × × ○ ○ ○ × ／ ○ ○ × × ／
オカス(犯す) × ○ ○ ○ × ／ ○ ／ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × × ×
カカス(欠かす) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ × ×
カザス(翳す) ／ ／ ／ × ○ ／ ／ ／ × ／ ○ ／ ／ ／ ／ × ／ ／ ／
カラス(枯らす) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ／ ○ ○ × ○ ○ ○ × × ×
カワス(交わす) ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ／ ○ ○ ○ × ／ ○ ○ × × ×





語幹末 共通語 氷見 高岡 福岡 大門 小杉 福野 上平 婦中 八尾 富山 大沢野 細入 立山 上市 滑川 魚津 宇奈月 入善 朝日
a キタス(来たす) ／ ／ ／ × ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ × ／ ／ ／
キラス(切らす) ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × × ×
クダス(下す) ○ ○ ○ ○ × ／ ○ × ○ ○ × ○ × × ○ ○ × × ×
クラス(暮らす) × × ○ × × ／ ○ ／ ○ ○ × × × ／ ○ ○ × ／ ×
ヨゴス(汚す) × ／ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ／ ／ ○ ○ × × ×
ケナス(貶す) ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×
コガス(焦がす) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ × × ×
コナス ○ ○ ○ ○ × ／ ○ × ○ ○ ○ ○ ／ ／ ○ × × × ／
コヤス(肥やす) × ○ ○ ○ × ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ × ／ ○ ○ × × ×
コラス(凝らす) ／ ○ ○ ○ × ／ ／ ○ ○ ○ ／ ○ × ／ ○ × × × ×
コワス(壊す) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×
サガス(探す) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ／ ○ ○ × × ×
サマス(冷ます) ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×
サラス(晒す) ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ／ ／ ○ × ○ ○ ○ × × ×
ジャラス ／ × ○ × × ／ × ○ ○ ○ × ○ × ／ ／ ○ ／ ／ ×
ジラス(焦らす) ○ ○ ○ ？ ○ ／ × ／ ／ ／ ？ ○ ○ ／ ○ ○ × × ×
スカス(透かす) ／ ○ ○ ○ × ／ × ／ ／ ／ ○ ○ × ／ ／ ○ ／ ／ ／
スマス(済ます) ○ ○ ○ × ○ ／ ○ ／ ○ ／ ○ ○ ○ ／ ○ ○ × × ×
スマス(澄ます) ○ ／ ／ × × ○ ／ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × × ×
ズラス ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × × ×
セカス(急かす) ○ ○ ○ × × ／ ／ ／ ／ ○ ○ ○ × ／ ○ ○ ／ × ×
ソラス(反らす) ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ × ？ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ × × ×
タダス(正す) ／ ／ × × × ／ × × ○ ○ × ○ × × ○ × × × ×
ダマス(騙す) ○ ○ ○ × × ○ ○ × ○ ／ ○ ○ ○ × ○ ○ × × ×
タヤス(絶やす) ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ／ ○ ○ × × ×
タラス(垂らす) ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×
タラス(誑す) ／ ／ ○ × ○ ／ ／ ／ ／ ／ × ／ × ／ ／ × ／ ／ ×
チャカス(茶化す) ／ ／ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ × × ×
チラス(散らす) ／ ○ × ○ × ○ × ○ ○ ／ ○ ○ × ○ ○ ○ × × ×
ツカス ○ ○ ○ ○ × ○ × ／ ○ × ○ ○ × ／ ○ ○ × × ×
デカス ／ ／ ／ × × × ／ ／ ○ ○ ／ ○ ○ ／ ／ ／ ／ × ／
テラス(照らす) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ／ ○ ○ × × ×
トカス(溶かす) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ × × ×
ドカス ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×
トザス(閉ざす) ／ ／ ／ ○ × ／ ／ ○ ○ ○ ／ ○ × ○ ／ ○ ／ ／ ／
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a トバス(飛ばす) ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × × ×
ドヤス ／ ○ ／ ○ × ／ ／ ／ ○ ○ ○ ○ × ／ ／ ○ × ／ ／
ナガス(流す) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×
ナラス(鳴らす) ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×
ナラス(慣らす) ／ × ／ × × ／ ／ ／ ○ ／ ／ ／ × ／ ／ × ／ ／ ／
ナラス(均す) ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×
ニガス(逃がす) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×
ヌカス(抜かす) ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×
ヌカス ○ ○ ／ ○ × ○ ／ × ○ ○ ○ ○ ○ × ／ ○ × × ／
ヌガス(脱がす) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ × ○ ○ ○ × ／ ○ ○ × × ×
ヌラス(濡らす) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ × ○ ○ ○ × × ×
ネザス(根ざす) ／ ／ ／ × × ○ ／ ／ ／ × ／ ／ × ／ ／ ／ ／ ／ ／
ノカス(退かす) ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
ノガス(逃がす) ○ ／ ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × × ×
ノバス(伸ばす) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × × ×
ハカス(吐かす) ／ ○ ○ ／ × ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
ハガス(剥がす) ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × × ×
バカス(化かす) ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ × × ×
ハタス(果たす) ／ ○ × ○ × ○ × ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×
ハナス(離す) ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×
ハナス(話す) × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×
ハヤス(生やす) ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×
ハヤス(囃す) ○ ／ ○ × × ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ ／ ○ ○ ／ ／ ×
ハラス(腫らす) ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×
ハラス(晴らす) ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×
バラス ○ ○ × ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×
ヒタス(浸す) ○ ／ ○ ○ × ／ × ／ ／ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ × × ×
ヒヤス(冷やす) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×
フカス(更かす) ○ ○ ○ ○ × ／ ○ × ／ ○ ○ ／ × ／ ○ × × × ×
フカス(蒸かす) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × × ×
フヤス(増やす) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×
ヘラス(減らす) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × × ×
ボカス(暈す) ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ × × ×
マカス(任す) ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ × × ×
マカス(負かす) ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×
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a マワス(回す) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × × ×
ミタス(満たす) ○ ／ × × × ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ○ ／ ／ ○ ／ ／ ／
ムラス(蒸らす) ○ ○ ○ ○ × ○ ／ × ○ ○ ○ ○ × ／ × ○ × × ×
メカス ／ ○ × × × ／ ／ ／ ／ ○ ／ ○ × ／ ／ ／ × ／ ／
モヤス(燃やす) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×
モラス(漏らす) ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × × ×
ワカス(沸かす) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×
ワタス(渡す) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×
u イブス(燻す) ／ ／ ／ ／ ○ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／
ウツス(移す) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×
ウツス(写す) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×
カクス(隠す) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×
クズス(崩す) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×
ジュクス(熟す) × × × × × ○ × ／ ○ ○ ／ × × ／ ／ ／ × × ×
タクス(託す) ／ ／ ／ × × ○ ／ ／ ／ ／ ／ ○ ／ ／ ／ ／ × × ×
ツクス(尽くす) ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×
ツブス(潰す) ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ × × ×
ツルス(吊るす) ○ ○ ○ × × ○ ○ × ○ ○ × ○ × × × ○ × × ×
ナクス(失くす) ○ ○ × × ／ × ／ ／ ／ ○ × × ／ × ／ ／ ／ ／
ハズス(外す) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×
ホグス(解す) ○ ○ ○ ○ ○ ／ ／ × ○ ○ ○ ／ ○ ／ ○ ○ × × ×
ホツス ／ ○ × ○ ／ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ × × ×
マブス ○ ○ ／ ○ × ○ ○ ／ ／ ／ ○ ○ × ／ ／ ○ × × ×
ヤツス(窶す) ／ ／ ／ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ × ／ ○ ／ × × ×
ヤクス(訳す) × × × × × × ／ ○ ○ × ／ × × ○ × × × ／ ×
ユルス(許す) ○ ○ ○ × × ○ × × ○ × × × × × ○ ／ × × ×
リャクス(略す) × ／ × × × ○ ／ × × × × ／ × × ／ × ／ × ／
e カエス(返す) × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×
シメス(示す) ／ × × × × ／ ／ ／ ／ × × × × ／ ／ × × × ×
タメス(試す) × × × × × × × × × × × × × × ○ × × × ×
ナメス ／ ／ ／ × × ／ ／ ／ ／ × ／ ／ × ／ ／ × ／ ／ ／
o オコス(起こす) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × × ×
オトス(落とす) ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × × ×
オドス(脅す) ○ ○ ○ × × ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ × ／ ○ × × × ×
オロス(降ろす) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × × ×
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o カモス(醸す) ／ ／ ／ × × ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
コボス ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × × ×
コロス(殺す) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × × ×
スゴス(過ごす) ○ ○ ／ ○ ○ ／ ○ ／ ／ × ○ ○ × ／ ／ ○ ／ ／ ／
タオス(倒す) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×
ナオス(直す,治す) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ×
ニゴス(濁す) × ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ × ○ × × ○ ○ × × ×
ノコス(残す) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × × ×
モドス(戻す) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×
ヤドス(宿す) ○ × ／ × × ○ ○ ／ ○ ／ ○ ○ ○ ／ ／ ○ ／ ／ ／
ヨコス(寄越す) ○ ／ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ／ ○ ○ × × ×
ヨゴス(汚す) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × × ×
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×
ﾄｲﾀ ﾄｰｲﾀ ﾄｰｲﾀ ﾄｰｲﾀ ﾄｰｲﾀ ﾄｰｲﾀ ﾄｰｲﾀ ﾄｰｲﾀ ﾄｲﾀ ﾄｲﾀ ﾄｲﾀ ﾄｲﾀ ﾄｰｲﾀ ﾄｰｲﾀ ﾄｲﾀ ﾄｲﾀ ﾄｰｽﾀ ﾄｼﾀ ﾄｼﾀ
モース(申す) ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
a アラワス(表す) ○ ○ ○ ○ × ○ × × ○ ○ ○ × × × ／ ○ × × ×
イソガス(急がす) ○ ○ ○ × × ／ × × × ○ ？ ○ ○ × ○ × × × ×
ウゴカス(動かす) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×
ウナガス(促す) ／ ○ × ○ × ／ ／ × ／ ○ ○ ○ ○ × ／ ○ × ／ ／
オクラス(遅らす) ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ？ ○ × ○ ○ ／ × × ×
オドカス(脅かす) ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ × × ×
カヨワス(通わす) ○ × × × × ○ ○ ／ × ○ × ○ × ／ ／ ○ ／ × ／
カラマス(絡ます) ○ × × × × ○ ／ × × ○ × ○ × × ○ ○ × × ×
カワカス(乾かす) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ／ ○ ○ ○ ○ ／ ／ ○ × × ×
クサラス(腐らす) ○ ○ × ○ × ／ × × × ○ × × × × ○ ／ × × ×
クモラス(曇らす) ／ ／ × × × ○ ／ ／ × ／ × × × ／ ／ ／ ／ ／ ／
クラマス(眩ます) ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ × ○ × × ／ ○ × × ×
クラワス(食らわす) × ／ × × × ／ × ／ × ／ × × × ／ ○ × × × ×
クルワス(狂わす) ／ ○ × ○ × ／ × × × ○ ／ × × × ／ ○ × × ×
ゴマカス(誤魔化す) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×
コロガス(転がす) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × × ×
サワガス(騒がす) ○ × ○ × × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × × ×
シノバス(忍ばす) ／ ／ × × × ○ ／ × ？ ／ ／ × × × ／ × ／ ／ ／
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a スベラス(滑らす) ○ ○ × × × ○ ○ × ○ ○ × ○ × × ／ ○ × × ×
タガヤス(耕す) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × × ×
チラカス(散らかす) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×
ツイヤス(費やす) ○ ／ × ○ ○ ○ ○ × ／ ○ ○ ○ × × ○ ／ ／ ／ ×
ツカワス(使わす) ○ × ／ × × ／ ○ × ／ × × × × × ○ ○ × × ×
デクワス(出くわす) × ／ × ○ × ○ ○ × ／ ○ × ○ × × ／ ○ × × ×
トガラス(尖らす) ○ ○ × ○ × ／ ○ × ／ ○ × ○ ○ × ○ ／ × ／ ×
ニギワス(賑わす) ○ ／ ／ × ／ ○ × × ○ ○ ／ × ○ ／ ○ ／ ／ × ／
ニゴラス(濁らす) ○ ○ ○ × × ○ ○ × × ○ ／ ○ ○ × ○ ○ × × ×
ハゲマス(励ます) ○ ○ × × × × × × ○ ○ × × × ／ ○ × × × ×
ハヤラス(流行らす) ／ ／ ○ × × ○ ／ × × ○ × ○ × × ○ ○ ／ × ×
ヒビカス(響かす) ／ ○ ○ ○ × ○ ／ × × ○ × ○ × × ○ × × × ×
フクラス(膨らす) ／ ○ ／ × × ／ × × ／ × × ○ × ／ ／ ／ ／ × ／
フヤカス(ふやかす) ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ × × ／ ○ × × ×
ヘコマス ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ × ○ ○ × ／ ○ × × ×
マドワス(惑わす) ／ ○ ○ × × ／ ○ × ／ ○ ／ ○ ○ × ○ ○ ／ ／ ／
マヨワス(迷わす) ○ × ／ × × ○ ○ × × ○ × × × × ／ ／ × × ×
メグラス(巡らす) × ／ × ○ × ○ × × ／ ○ × ○ × × ／ ○ ／ × ×
モタラス(齎す) ／ ○ ／ ○ × ○ ○ × ／ ○ ○ ○ × × ／ ○ × × ×
モテナス(持て成す) ○ ○ ○ ○ × ○ × × ／ ○ ○ ○ × × ／ × × × ×
u ウツブス(うつ伏す) ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×
キフルス(着古す) ／ ／ ／ ○ ○ ／ × × ○ ／ × ○ × ／ ○ ○ ／ ／ ／
ヒレフス(ひれ伏す) ／ × ／ ／ × ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
o ウルオス(潤す) ／ ○ × ○ × ○ × × ○ ／ ○ ○ × × ／ ○ ／ × ／
ホドコス(施す) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ／ ○ × ○ × ○ ○ ○ × × ×
ホロボス(滅ぼす) ／ ○ ／ ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × ／ ○ × × ×
oo モヨース(催す) ／ ／ × × × ○ × × ○ × × ○ ／ ○ ○ ○ × × ×
a オドロカス(驚かす) ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × × ×
オビヤカス(脅かす) ／ × ／ × × ／ ○ × ○ ／ ○ ○ × ○ ／ ○ × × ×
カガヤカス(輝かす) ／ ○ ／ ○ × ／ ／ × ○ ○ ／ ○ × × ○ ○ × × ×
カドワカス ／ ○ ／ ○ ／ ○ ○ ／ ／ ／ ○ ○ ○ ○ ／ ○ × × ×
ココロザス(志す) ／ ／ ／ × × ○ ／ × ○ × ○ ○ × × ／ ○ × × ／
コワガラス(怖がらす) ○ ○ × × × ○ ○ × × ○ ○ ○ × × ／ × × × ×




語幹末 共通語 氷見 高岡 福岡 大門 小杉 福野 上平 婦中 八尾 富山 大沢野 細入 立山 上市 滑川 魚津 宇奈月 入善 朝日
a タダヨワス(漂わす) ／ ／ × × × ○ ／ × ○ ／ × ○ × × ／ × × × ×
タブラカス(誑かす) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × ／ ○ ／ × ×
チョロマカス ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ × × ×
トドロカス(轟かす) ／ ／ ／ ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ × × ×
トンガラス ／ ○ ○ ○ × ○ × × × ／ × ○ × ／ ○ ／ × × ×
ニギヤカス(賑やかす) ／ ／ × × ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ○ ／ ／ ／
ヒケラカス ／ ／ ○ ○ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ○ ○ ／ ／ ○ ／ ／ ／
フクラマス(膨らます) ○ ○ ○ ○ ○ ／ × × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × × ×
ホコロバス(綻ばす) × ○ × ○ × ○ × × ／ ○ ／ ○ ○ ／ ○ ○ × × ×
ホノメカス(仄めかす) ／ × ○ ○ × ○ × × ／ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ × × ×
マギワラス(紛らわす) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×
モテアマス(持て余す) ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × × ×
ワズラワス(煩わす) ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × × ／ ／ × × ×
e クツガエス(覆す) ／ ／ ／ × × × ／ ／ ／ × × ガエタ ○ ／ ／ ガエタ ／ ／ ／
ヒルガエス(翻す) ／ ／ × × × ／ ／ × ／ ／ × ／ ○ ／ ／ エイタ × × ×
o オッコトス(落っことす) ○ ／ ○ ／ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ○ ○ ／ ／ × ／ ／ ／
足す ツギタス(注ぎ・継ぎ) ○ × ／ × × ／ × × × ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ × × ×
出す ナゲダス(投げ) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×
ヨビダス(呼び) ○ ○ ○ ○ ○ ／ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×
オモイダス(思い) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×
ハナシダス(話し) ○ ○ ○ ○ ○ ／ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×
慣らす キナラス(着) ／ ／ ／ × × ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
ハキナラス(履き) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ／ ○ ○ ○ ○ × ／ ○ ○ × × ×
果たす ツカイハタス(使い) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×
回す ツレマワス(連れ) ○ ○ ○ × ○ ／ ／ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ／ ○ × × ×
めかす ジョーダンメカス(冗談) ○ ／ ○ ○ × ○ ／ ／ ／ ／ ／ ○ × ／ ／ ○ × × ×
巡らす オモイメグラス(思い) ／ ／ ○ × ○ ○ ／ × ／ ／ ／ ○ × ／ ／ ○ × ／ ／
渡す ミワタス(見) × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × × ×
返す イイカエス(言い) × × ○ × × × × × × × × × × × × × × × ×
ウラガエス(裏) × ○ × ○ × ガエタ × × × × × × × × × × × × ×
クリカエス(繰り) × ○ ○ × ○ ／ × × × × × × × × × × × × ×
トリカエス(取り) × ○ × × × ／ × × × × × × × × × × × × ×
ヒキカエス(引き) × ○ × × × × × × × × × × × × × × × × ×




複合動詞 氷見 高岡 福岡 大門 小杉 福野 上平 婦中 八尾 富山 大沢野 細入 立山 上市 滑川 魚津 宇奈月 入善 朝日
消す フキケス(吹き) × ／ × × × ／ × × × × × × × × ／ × × × ×
示す サシシメス(指し) × ／ × ／ × ／ ／ ／ ／ ／ ／ × × ／ ／ ／ ／ ／ ／
のめす タタキノメス(叩き) ○ ／ × ／ ○ ○ ／ × ／ ／ × × × ／ ／ ○ ／ ／ ／
越す オイコス(追い) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × × ×
カチコス(勝ち) ○ ○ × ○ × ／ ／ × ○ ○ × ○ × ／ ○ × × × ×
ヒッコス(引っ) ○ × × × × ／ × × ○ ○ × × × ／ ○ ○ × × ×
マケコス(負け) ○ ○ × ○ × ／ × × × ○ × ○ × ／ ○ × × × ×
モチコス(持ち) × ○ ○ ○ × ○ × × ○ ○ × ○ × ／ ○ × × × ×
殺す カミコロス(噛み) ／ ○ ／ ○ ／ ○ ／ ○ ／ ○ ○ ○ × ／ ○ ○ ／ ／ ／
過ごす ノリスゴス(乗り) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × × ×
ヤリスゴス ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ／ ○ ○ ○ ○ × ／ ○ ○ × × ×
干す ノミホス(飲み) ○ ○ ○ ○ ○ ／ ／ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × × ×
通す ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×
ﾄｰｲﾀ ﾄｰｲﾀ ﾄｰｲﾀ ﾄｰｲﾀ ﾄｰｲﾀ ﾄｰｲﾀ ﾄｰｲﾀ ﾄｰｲﾀ ﾄｲﾀ ﾄｲﾀ ﾄｲﾀ ﾄｲﾀ ﾄｲﾀ ﾄｰｲﾀ ﾄｲﾀ ﾄｲﾀ
使役辞 イカス(行かす) ○ × ○ × × ○ × ／ × × × ○ × × ／ ○ × × ×
イワス(言わす) ○ × ○ × × ○ × × × × × × × × × × × × ×
オラス(折らす) × × ○ × × ○ × × × ○ × ○ × × ○ × × × ×
カガス(嗅がす) × × × × × ／ × × × × × × × × ○ × × × ×
キカス(聞かす) × × × × × ○ × × × × × × × × ○ ○ × × ×
クワス(食わす) ○ × × × × × ○ ／ × × × × ○ × ／ × × × ×
シラス(知らす) × ／ ○ × × ／ ／ × ／ ○ × × × × ○ × × × ×
ナカス(泣かす) ○ ○ ○ ○ × ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × × ×
ネカス(寝かす) ○ × ○ × ○ × ○ × ○ × × ○ ○ × ○ ○ × × ×
ノマス(飲ます) ○ × ○ × × × ○ × × × × × ○ × ○ ○ × × ×
モタス(持たす) ○ × ○ × × ／ × × × ○ × × × × × ○ × × ×
アソバス(遊ばす) ○ × ○ × × ○ × × × ○ × ○ × × ○ ○ × × ×
コロバス(転ばす) ○ × × × × ○ ○ ○ ／ ／ × ／ × × ／ ／ × × ×
ハシラス(走らす) ○ × × × × × ○ × × ○ × ○ ○ × × × × × ×
ナワラス(習わす) × × × × × ○ × × × ○ × × × × ○ ○ × × ×




語幹末 方言 氷見 高岡 福岡 大門 小杉 福野 上平 婦中 八尾 富山 大沢野 細入 立山 上市 滑川 魚津 宇奈月 入善 朝日
２モーラ動詞
a サス ／ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ○ ／ ○ ○ ○ ／ × × ×
ナス ○ ○ ○ ○ ／ ○ × ／ ／ ／ ○ ○ × × ○ × × × ×
u ムス ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ × × ／
３モーラ動詞
a アカス ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ／ ／ × ○ ○ × × ○ ○ ／ × ×
オガス ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
オヤス ○ ／ ／ ○ ○ ○ ／ ／ ／ ／ ○ ○ ○ × ○ ／ × ／ ／
カマス ○ ○ ○ ○ × ／ × ○ × ○ ○ ○ × × ○ ○ × × ×
カヤス × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ／ × ○ ○ × × ×
カワス ○ ○ ／ ○ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ○ ／ × ／ ／ ○ ／ ／ ×
キヤス ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ × ／
ケヤス ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ × × ×
ゲナス ○ ○ ／ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
ゲバス ／ ／ ／ ／ ／ ／ × ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
ゲワス ／ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
コカス ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ○ ／ ／ ／ ／ ○ ／ ／ ／ ／
コナス ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ○ ／ ○ ／ × ○ ○ × × ×
コワス ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×
シャカス ○ ／ ／ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ○ ／ ／ ○ ○ ／ ／ ／
スカス ○ ○ ／ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ／ ○ × ○ ○ × × ×
タアス × ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
タラス ／ ○ ／ ○ ○ ○ ／ ／ ／ ／ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
ツバス ○ ／ ○ ○ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ○ ○ × × ×
ドヤス ○ ○ ／ ／ ○ ／ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ／ × ／ ○ × × ×
ヌカス ○ ○ ／ ○ ／ ／ × ／ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ／ ／ ／ ／
ネサス ○ ○ ○ ○ × ○ ／ ／ ／ ○ × ○ × × ／ ○ × × ×
ノカス ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
ノラス ／ ／ ／ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
ハヤス ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ○ ／ ○ ○ ／ ○ ／ ○ ／ ／ ／ ／
ホヤス ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
メダス ○ ○ ○ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
ミダス ○ ○ ○ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
ヨカス ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ／ ／
u イクス（渡す） ○ ○ ／ ○ ／ ○ ／ ／ ／ ／ ○ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
資料9
巻末資料　富山県全域調査の結果
語幹末 方言 氷見 高岡 福岡 大門 小杉 福野 上平 婦中 八尾 富山 大沢野 細入 立山 上市 滑川 魚津 宇奈月 入善 朝日
u イクス ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ／ ／ ／ ○ ／ ／ ／ ／
エクス ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
エグス ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
シルス ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
スグス ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
o オロス ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × × ×
タオス ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
トボス ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ／ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ／ × × ×
４モーラ動詞
a アシダス ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ／ × ×
アジャカス ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
アゲマス × ／ ／ ／ × ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ × ／ ／
イゴサス ○ ／ ○ ／ ○ ○ ／ ○ ／ ○ ○ ／ ○ ／ ／ ○ ／ ／ ／
イナラス ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
イノカス ○ ○ ○ ／ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ／ × ○ ○ × × ×
イビサス ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
イラカス ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
エゴサス ／ ○ ／ ○ ／ ／ ／ ／ ○ ／ ／ ○ ／ ○ ○ ○ × ／ ／
エノカス ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
エラカス ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
オラカス ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ／ ／ ／
カザカス ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ○ ／ ○ ○ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
カヤラス ／ ／ ／ × × ／ ／ × ／ ○ × ○ ／ ／ ／ ○ ／ ／ ／
クイダス ／ ○ ○ ○ ／ ○ × ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
クラワス ○ ／ ／ ／ ／ ／ × × × × × ／ ○ × ／ ／ × ／ ／
ケトバス ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ／ × ×
コソガス ／ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
コチョガス ○ ／ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ／ ○ ○ ○ ／ ／ ○ ／ ／ ／
コロガス ○ ○ ○ ○ × ○ × ／ ／ ／ ○ ／ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／
サゲマス ○ ／ ／ ／ × ／ × ／ ／ ／ ／ ／ × ／ ／ ／ ／ ／ ／
シマダス ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
シャーカス ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ○ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
ズラカス ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×
タテマス × ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ × ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
ダマカス ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×
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a チョーマス ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ × × ×
チョコガス ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
チョラガス カス○ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
チョロガス ／ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ／ ○ ○ ○ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／
チラバス ○ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ × × ×
ツカマス ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ／ ○ ／ ／ ×
ッシャカス ○ ／ ／ ／ ○ ／ ／ ○ ○ ／ ○ ○ ／ ○ ○ ／ ／ ／ ／
ツラマス ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
トカマス ／ ／ ／ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
トラマス ／ ／ ／ ／ ○ ○ ／ ／ ／ ○ ○ ○ ／ ／ ○ ○ ／ ／ ／
ヌラカス ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ／ ○ × × ×
ノラカス ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
ヒギダス ○ ○ ／ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ × ／ ／
ヒマダス ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ／
ヒヤカス ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ／ ／ ○ ○ ／ ／ ○ × × ×
ヒンダス ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
ヘコナス ／ ／ ／ ／ ／ ／ × ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
ヘンダス ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
ボイダス ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ × × ×
ボエダス ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
ホコラス ／ ／ ／ ○ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ × ／ ／
ホタカス ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
ホネカス ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
メトバス ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ × ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
ヤッダス ／ ○ ／ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
ヤブカス ／ ○ ○ ○ ○ ／ ／ ○ ○ ／ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
ヤラカス ○ ○ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ○ ○ ／ ○ ／ ○ ○ ○ × × ×
ヤリダス ○ ○ ／ ○ ／ ／ ／ ／ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
ヤンダス ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ○ ○ ○ × ○ ○ × × ×
ワラカス ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ × × ／
e ゲカエス ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
o キタオス ○ ○キダオス○○ ○キダオス○× ○ ／ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ × × ×
スリコス ／ ／ ／ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
タテコス ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
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５モーラ動詞
a アオダカス ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ／ ／ ○ ／ ／ ○ × ○ ／ ／ ／ ／
アオラカス ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ○ ○ ／ ○ ○ ／ ／ ／ ○ ／ ／ ／
アゴタラス ／ ／ ／ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ○ ／ ／ ○ × × ×
アザラカス ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ × × ×
アジャカヤス ○ ／ ／ ／ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ○ ／ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／
アシヲダス ○ ／ ／ ／ ／ ／ × ／ ／ ／ ／ ／ × ／ ／ ／ ／ ／ ／
アゼカヤス ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ／ ○ ○ ／ ／ ／
アタカヤス ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
アタガヤス ／ ／ ／ ／ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
アダガヤス ○ ○ ／ × ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ○ ／ ／ ／ ／ ／ × ×
アマラカス ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ／ ○ ○ × × ×
イゴガサス ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
イタマカス ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ／ ／ ○ ○ × ／ ×
イッサカス ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
イッサガス ○ ／ ／ ○ ／ ／ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ／ ／ ／ ／
ウシナカス ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ／ ／
エッサガス ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
エベマワス ／ ／ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ イエ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
オクラカス ／ ／ ／ ○ ／ ／ ／ ○ ○ ○ ／ ○ ／ ／ ／ ／ × ／ ／
オクラガス ○ ○ ○ ／ ○ ○ ／ ／ ／ ／ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ／ ／ ／
オゾケサス ／ ／ ○ ／ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ○ ／ ○ ／ ○ × × ×
オゾゲサス ○ ○ ○ ○ ／ ／ ／ ／ ○ ／ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ×
オッペラス ／ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ○ ／ ○ ○ ／ ／ ／ ／ ／ × ／ ／
カキサガス ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ○ ／ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／
カキツバス ○ ○ ／ ／ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ○ ○ × × ×
カケサガス ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
カゼフカス ○ ／ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ／ ×
カチコワス ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ／ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ × ／ ／
カツコワス ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ○ ／ ○ ／ ／ ／
カッコワス ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ○ ／ ／ ／
カッマカス ／ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
カナコワス ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
カメコワス ／ ○ ○ ○ ／ ／ × ／ ／ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ × × ×
キセコワス ○ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ○ ／ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
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a キナルガス ／ ／ ／ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ×
キリマワス ○ ○ ／ ○ ○ ／ × ○ ○ ○ × ○ ○ ／ ／ ○ × × ×
クイサガス ○ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ○ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／
クリマワス ／ ／ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
グリマワス ／ ／ ／ ／ ／ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
ゲーカヤス ／ ／ ○ ／ ○ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
ケケラカス ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
ケケラガス ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／
ケッパナス ○ ○ ／ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ／ ／ ／
ケナルガス ○ ／ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ × × ×
ゴーヤカス ○ ／ ／ ／ ／ ○ ／ ／ ○ ○ ／ ／ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／
ゴーワカス ○ ○ ○ ／ ／ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ／ ／ ○ ／ × ／ ／
コチョバカス ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
サガネダス ○ ／ ○ ○ ○ ／ ／ ／ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
サライダス ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×
シッカヤス ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
シテワタス ○ ／ ○ ／ ／ ／ × ／ ／ ／ ／ ／ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／
セーカカス ○ ○ ○ ○ × ○ ／ ／ ○ ／ ／ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
タテラカス ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ × × ×
ダンカヤス ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
チコマカス ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
チョコマカス ／ ／ ／ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／
チョロマカス ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ × × ×
チョーラカス ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
チョーラガス ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ○ ／ ／ ／ ／ ○ ○ ○ × × ×
ツゲガサス ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ × ／ ／
ツマンダス ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ／ × ×
ツラハラス ○ ／ ／ ／ ／ ○ ／ ／ ／ ○ ○ ○ ／ ／ ○ ○ × × ×
ハグラカス ○ ○ ○ ○ ○ ／ ／ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ／ ／ ／
ハコチサス ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
ハジキダス ／ ○ ○ ○ ／ ○ ／ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ／ ／ ○ × × ／
ハズンカス ／ ／ ／ ／ ／ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
バタツカス ／ × ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ○ ／ ／ ／ ／ ／ × ／ ／
ハッコワス ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ○ ○ × × ×
a ハッシャガス ／ ○ ○ ／ ／ ／ × ／ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
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a ハナナラス ○ ○ ／ ○ ○ ／ × ／ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ／ ○ × × ／
ハナラカス ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×
ハネノカス ／ ○ ／ ／ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ × ／ ／
ハラキダス ／ × ○ ○ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
ヒッカヤス ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×
ヒッカヤス ○ ○ ／ ／ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ × ×
ヒッシャカス ○ ／ ○ ／ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
フクラガス ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ／ ×
フケラカス ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
フッサガス ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ／ ／ ／ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
フリサガス ／ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ×
ヘネリダス ○ ／ ○ ／ ○ ／ ／ ／ ／ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
ホッタカス ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／
ホトバカス ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
マキサガス ○ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
マクサガス ／ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
マッサガス ／ ○ ／ ○ ○ ／ ／ ○ ○ ／ ○ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
ミチギダス ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
メーサマス ○ ○ ／ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×
ヤッサガス ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／
ヤッタラス ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ × ／ ／
ヤブラカス ○ ○ ○ ○ ○ ／ ／ ○ ○ ／ ／ ／ ○ ／ ／ ○ ／ ／ ／
ヨボリダス ○ ○ ／ ○ × ／ × ○ ○ ○ ／ ○ ／ ○ ○ ○ ／ ／ ×
ランカヤス ○ ○ ／ ／ ○ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
u カキツブス ／ ／ ○ ○ ／ ／ ／ ○ ○ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
カッツブス ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ × ／ ×
カンツブス ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×
キマツブス ○ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
キモツブス ／ ○ ／ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ × × ×
ケマツブス ／ ○ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
ヒンツブス ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ×
フンツブス ○ ○ ／ ／ ／ ○ × ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×
ヘッツブス ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
ヘンツブス ○ ○ ○ ○ ○ ／ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ × ／ ／
e アゼカエス ／ ／ ／ ／ × ／ ／ × × × ／ × ／ ／ × × × × ×
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e コロガエス ガエタガエタ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ？ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
ランカエス ／ × ／ ○ ／ ／ × ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
o アクオコス ○ ／ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
アゴオトス ○ ○ ○ ／ ／ ○ ／ ○ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
アラオコス ／ ○ ○ ／ × ／ ／ ／ ／ ○ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
カチオコス ／ ／ ○ ／ ／ ／ × ／ ／ ○ ／ ○ ／ ／ ○ ／ × ／ ／
カチコロス ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ／ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ／ ／ ／
カツコロス ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ×
カッコロス ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ×
カンオコス ／ ○ ／ ○ ／ ／ ／ ／ ○ ／ ○ × ／ ／ ○ ／ ／ ／ ／
キシオコス ／ ／ ／ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
キシタオス ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ○ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
キショオコス ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ○ ／ ／ ／ ／ ○ ／ × × ×
キショタオス ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ○ ／ ／ ／ ／
キセオコス ／ ○ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
キセオロス ／ ／ ／ × ○ ／ ／ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／
キセタオス ○ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ○ ／ ／ ○ ／ ○ ／ ／ ／ ／ ／
ケッタオス ○ ○ ○ ○ ○ ／ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×
シキオコス ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
ダオオコス ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
ハッコロス ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ○ ／ ／ × ×
ハッタオス ／ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ × ／ ／
ハキタオス ○ ○ ／ ○ ○ ○ ／ ○ ／ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ／ ／
ヘンチャボス ／ × ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ○ ／ ／ ／ ／
６モーラ動詞
a イエヲマワス ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
オッサバカス ○ ／ ／ ○ ○ ○ × ／ ○ ／ ／ ○ ／ ／ ○ ／ ／ ／ ×
オッピラガス ／ ○ ○ ／ ○ ／ ／ ／ ○ ／ ○ ○ ○ ／ ／ ○ × × ／
オッピロガス ／ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
オッペラカス ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ○ ／ ／ ／ ／
オッペラガス ／ ／ ／ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
カッチャアワス ／ ○ ○ ○ ／ ／ ／ ／ × ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ／ ／ ×
カッチャラガス ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
カラダマワス ／ ○ ／ ／ ○ ／ ／ ／ ○ ○ × ／ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ×
キャータラガス ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
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a ケッキャラガス ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
ケッケラガス ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ○ ／ ○ ○ ／ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／
ケッコラガス ○ ／ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
ケッコロガス ／ ○ ／ ○ ○ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ○ ／ ○ ○ ○ × × ／
シットカマス ／ ／ ／ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
スットカマス ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
ダランカヤス ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
チョウランバス ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
ツカミサガス ○ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
ツカンサガス ／ ○ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
ツツキサガス ○ ／ ○ ／ ／ ○ ／ ／ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
ツツクサガス ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
ツッコラガス ○ ／ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ○ ／ ／ ／
ツッコロガス ／ ○ ／ ○ ○ ○ ／ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ／ × ／ ／
テッコロガス ／ ○ ○ ／ ○ ○ ／ ／ ○ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
ドクデアカス ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
トッツカマス ○ ○ ○ ／ ／ ／ ／ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
トンガラカス ○ ガス○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ × ／ ／
ハジキサガス ／ ○ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
ハズミクワス ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ × ／ ／ × ○ ○ ○ ／ × ／ ×
ハズンクワス ／ ○ ○ ○ × ／ ／ ／ ／ ／ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
ハズキサガス ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
ハズクサガス ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
ハタキサガス ○ ／ ／ ／ ／ ○ × ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
ハダキサガス ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
ハナデフカス ／ ／ ／ ／ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ○ ／ ／ ／ × ／ ／
バナリコワス ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ○ × × ×
ヒットラマス ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／
ヘッコマカス ○ ○ ／ ○ ○ ／ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ／ ／ ×
ヘロゲサガス ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
ホッカラカス ／ ○ ／ ／ ○ ／ ／ ○ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ○ × ／ ／
ホッカリダス ／ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
ホッタラカス ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ × × ×
ホッチャラカス ／ ○ ○ ／ ○ ／ ／ ／ ○ ○ ○ ○ ／ ／ ○ ○ × × ／
ホッチャラガス ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
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a ホッパラカス ○ ／ ／ ○ ○ ／ ／ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ○ ／ ／ ／
ホンナゲダス ○ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ × ／ ／
ヤッテカマス ／ ／ ／ ／ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ × ／ ／
ヤブチラカス ／ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
ヤマイバラス ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
u カラダツブス ○ ○ ○ ○ ○ ／ × ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×
シンショツブス ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×
o シンケオコス ／ ／ ／ ／ × ／ ／ ／ ○ ○ ／ ○ ／ ／ ／ ○ ／ ／ ×
サライオトス ○ ○ ○ ○ ○ ／ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×
ツツキオコス ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
テクロオコス ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ○ ／ × ／ ／
７モーラ動詞
a アゲチンクワス ／ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ × ／ × ／ ×
アゼクリカヤス ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
ケンツククワス ／ ／ ／ ／ × ／ ／ ／ ○ ／ ／ × ／ ／ ／ ／ × ／ ／
ゴーハジサラス ○ ○ ○ ○ ○ ／ × ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ／ ／ ×
サカテンカヤス ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ○ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
シックリカヤス ／ ／ ○ ○ ○ ／ ／ ○ ／ ○ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
ソバカゼフカス ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ○ ／ × ／ ／
タタッコロガス ／ ／ ○ ／ ／ ／ ／ ○ ／ ○ ／ ／ ／ ○ ○ ／ ／ ／ ／
ツヅクリアワス ／ ／ ／ ／ × ／ ／ ／ ○ ／ ○ ／ ／ ／ ○ ／ ／ ／ ／
ツヅクルアワス ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ○ ○ ／ × ／ ／
ツッツキサガス ／ ○ ／ ○ ／ ／ × ○ ／ ／ ○ ○ ／ ／ ○ ／ ／ ／ ／
テックリカヤス ／ ○ ／ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ／ ○ ／ ／ ／ ／
ドテズリカヤス ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ○ ／ ○ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／
トトッパスダス ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ／ ／ ／ ○ ○ ／ ／ ○ ／ × ／ ／
ハノソトニダス ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
マクズリカヤス ○ ○ ／ ○ ／ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ○ ○ ○ ／ × ／ ／
マックリカヤス ○ ／ ／ ／ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
ンネコツカヤス ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
e アゼクリカエス ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ × ／ ／
カイコツカエス ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
ツメズリカエス カヤスカエタカヤス ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
テクズリカエス ○ カヤスカヤス ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
テックリカエス ／ × ／ ／ × ／ ／ ／ ／ ／ ／ × × ／ × ／ × × ×
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e テックリガエス ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ○ ／ ／ ／
ドタウシカエス ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
ドテズリカエス ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ × × ／ ／ ／ ／ ／ ／
ニークツカエス ／ カヤス ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ○ ／ ／ × ×
マックリカエス × ／ ／ ／ × ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
ランチキカエス ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
o イザコザオコス ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ × ／ ×
イサブリオコス ○ ○ ○ ／ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ × ／ ×
エザコザオコス ／ ／ ／ ／ ／ ／ × ／ ／ ／ ／ ／ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／
コキズリオロス ○ ○ ○ ／ ／ ／ ／ ○ ○ ○ × ○ ○ ／ ○ ○ × ／ ／
マクズリオコス ／ ○ ○ ／ ○ ／ ／ ／ ／ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ○ ／ ／ ／
マナイタナオス ／ ／ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／
８モーラ動詞
a クチバシヤンダス ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ○ ／ ／ ○ ／ ／ × ／
サカテンボカヤス ○ ○ ○ ○ ○ ／ ／ ／ ○ ／ ／ ／ ／ ○ ／ ／ ／ ／ ／
ダイソードカヤス ／ ／ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ○ ／ ／ ○ ○ ○ ○ ／ ／ ／ ×
トトッパスハラス ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
ハシバコヤンダス ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
e サカテンボカエス × × × × × ／ ／ ／ × × × ／ ／ × ／ ／ × ／ ／
ダイソードカエス ／ ／ × ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ × × ／ ／ ／ × ／ ／
o カンノムシオコス ○ ○ ／ ／ ○ ○ ／ ／ ○ ○ ／ ／ ○ ／ ／ ○ ／ ／ ×
９モーラ動詞
a クソコナシニコナス ／ ／ ／ ／ ○ ／ ／ ／ 　 ○ ／ ／ ○ ／ ○ ／ × ／ ／
u ニガムシカンツブス ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ／ ○ ○ × × ×
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